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技術委員会                 

   委員長 市原嗣久    

 会場 千葉市文化センタ－  

第５５回５月２８日（水）

（18：00～21：00）         

  出席、市原委員長他９名

１、だれにもわからない限界

耐力計算安全限界耐力につい

て、手計算による算出。２、

耐震診断についての一般的な

話し合い                

第５６回６月２６日（木）

（18：00～21：00）         

  出席、市原委員長他１２名

１、有限要素法（ＦＥＭ）解

析の基礎知識（その１）     

  （株）構造計画研究所によ

る有限要素解析の基礎知識の

説明及び、建築物の鉛直振動

に関する居住性能評価事例の

紹介。

 第５７回７月３日（木）

（18：00～21：00）         

  出席、市原委員長他１２名

１、有限要素法（ＦＥＭ）解

析の基礎知識（その２）     

  （株）構造計画研究所によ

る有限要素法のプログラム

「ＭＩＤＡＳ」を使用した、

有限要素解析の実践。（トレ

－ニング用ソフトを使って、

実際の入力を行う。）

技術委員会参加者募集

 技術委員会では、定例の勉強

会、見学会、技術情報の交換

などの活動をおこなっていま

す。ぜひご参加下さい。

連絡先（有）市原建築構造設

計事務所 市原嗣久

（お気軽にご連絡下さい）  

     TEL 043-252-6174  

   （TEL・FAX 兼用）

         会員レポート 

  「飛躍したい構造デザイン」 

      

   会員委員会定期便
・見学会の計画について

 構造家、渡辺邦夫氏の手がけた「横浜港旅客ターミナル」見学会を

８月２日（土）に予定しています。別紙案内を送付しますので、奮っ

てご参加ください。耐震先進県であるＪＳＣＡ神奈川との親睦交流会

も兼ねて、見学会終了後に、中華街で懇親会を開催すべく計画してい

ますのでお楽しみに！。会員委員会／青木光年・服部信幸

懇

親

会

二

次

会

 第１４回ＪＳＣＡ賞受賞、尾宮洋一氏との懇談会

              （有）陽建設計 服部信幸

 ＪＳＣＡ九州支部副支部長、尾宮洋一氏（鹿島建設）とは仕事

上知り合い、長年懇意にしていただいております。

 その彼が今年度のＪＳＣＡ賞を受賞したと聞き、驚き、そして

喜びました。

 受賞対象は九州各県を巡回開催した建築構造展の社会的貢献に

対してでした。

 建築構造とはどんな仕事か、何をしているのか、構造設計と

は、地盤から基礎構造、木造、鉄骨造、ＲＣ造、ＳＲＣ造、免

震、制震、多岐に渡り色々な分野を模型、実物写真、コンピュー

ター映像を使い五感に訴える様に考えてもらい、理解してもらえ

るように作られたようです。

 各地域の会員の他、大学や学生さんや賛助会員さんの若い力を

まとめて作られたようです。

 そんな彼から私たちの千葉支部ではどんな活動をしているの

か、どんな人たちがいるのか、出来れば会って色々聞きたい、そ

して話したいのでそういう機会を設けられないかと問い合わせが

ありました。時間もＪＳＣＡ総会の次の日６月６日で土曜日と言

うこともあり、役員の方達だけにしか連絡できませんでした。７

名の方が参加下さり、２時間余りを楽しく歓談しました。

 尾宮氏が中心となり福岡から佐賀、長崎、熊本、鹿児島、大

分、沖縄と各地域会員達との苦労のやりとり、色々な体験をお話

下さいました。

 構造展の内容や写真は後日、尾宮氏がＣＤにまとめて送って下

さいましたので、飯島会長に保管していただいており、貸し出さ

れますのでご自由にご覧下さい。

 尾宮氏の希望としては各支部で構造展のような活動をして戴け

ればと話しており、協力は惜しまないとの事でした。確かに、学
生さん達若い方達に構造を理解してもらい、又、一般の人たちに

も知ってもらう事はこれからの構造設計の仕事を行うにあたり大

変に有意義な事だと思いました。

 夜も深まり、解散となり尾宮氏は次の日はラグビーの試合観戦

をしてから九州に帰ると言いホテルへと帰られました。さて、私

たちが今、経済的、時間的、色々な事を考えると何が出来るのか

考えさせられると彼に話した時、彼は言いました。

 「まず、走る事。」                   
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 （株）ＳＰＣ設計コンサルタント 園部 隆夫

 定期総会に引き続き午後１時より渡辺邦夫氏を迎え

「飛躍する構造デザイン」をテーマに約８０名の参加を

頂く中講演会が開かれました。午後１時からの講演予定

でありましたが、連絡の行き違いにより２時３０分から

の講演開始となるハプニングが発生しました。その間を

研修委員会真崎副代表の研究成果（木造の耐震性向上に

際し強度補強のみの筋かい配置増加より、動的挙動に有

効な減衰性の高い筋かいの補強が大切である事）を地震

応答解析結果一覧報告資料に基づき説明をして頂きまし

た。

 渡辺先生講演会の概要について以下に述べさせて頂き

ます。

 JSCAの在りようについて、構造設計者だけの集団では
おかしいのではないか。各専門分野の方々とのコラボレ

ーションのあり方を考え、もっと広い視野と領域で構成

を考え、活動して行く必要があることを強調されまし

た。

 設計の本質を、「モノとモノ」「モノとヒト」「ヒト

とヒト」との相互関係を分析して、新しい相互秩序の発

見にあることを原点とし、それぞれを結びつける接着剤

的な役割が設計である。

 過去の偉大な足跡に立脚しながらも、これからの新し

い建築のあり方を考える

ことが「構造デザイン」

の重要な役割、責任であ

る事、個々の建築固有の

構造上の性格を引き出

し、空間に秩序を与え、

技術工学を駆使しながら

全体と部分との確かな統

合を図ること、それが

「構造デザイン」であ

る。バラバラの技術工学

を一つの建築に凝縮する

作業が「構造デザイン」

に他ならない。

 最初に千葉での講演と言う事を踏まえ幕張メッセ北ホ

ールにおけるプロジェクトの進め方や設計の考え方、構

造計画の内容について詳細な説明がされました。一部に

存在する平たい屋根部分とカテナリー（懸垂線）部分の

組合せをどのように構成していったか。ピンと仮定した

部位が本当にピンとしての力学性状を示し、かつ６部材

をまとめる部分がどのようなディテールでなければなら

ないか。その性能を再現するために鋳鋼を利用すること

となったが、鋳型を作るための形枠技術者の存在が大き

なポイントであったことなどが説明されました。

 解析に向けては、風圧の問題は風工学研究所、地震に

関しては地震工学研究所等の協力を受けながら進めてい

ったこと、専門分野の方々の協力が如何に大切であるか

をプロジェクトを通して経験させて頂いたことなどが述

べられました。

 韓国のウルサンサッカースタジアムの設計に関しては

客席の１／３を地下に掘り込む、構造体をメンテナンス

フリーとする、鯉のぼりのような軽快な屋根の３つを骨

子とし都市開発の一貫としてスタジアムを位置付け、PC
構造を活用して組み立てていった事などが説明されまし

た。

 さらに、ワールドカップサッカースタジアムコンペで

勝てたのはこの１件のみでありスパイされっぱなしであ

ったことや、ＰＣ構造の採用に最初は多くの批判があっ

たことなどの裏話も披露されました。 

 また、横浜港国際旅客ターミナルに関して設計提案か

ら実施設計を迎えるまでの出来事や、構造設計における

解析時の問題、施工に向けての諸問題、設計監理に入っ

てからの諸問題への対応、等多くの課題を克服しながら

たどり着いたプロジェクトであることが披露されまし

た。このプロジェクトで鉄の利用、ロボットの活用、コ

ンピューターの活用等を有機的に関連させ作りこんで行

く事の大切さを改めて感じた事などが述べられました。

 「飛躍する構造デザイン」と言う著書のタイトルは

「飛躍させたい構造デザイン」と言う意味合いであり、

６０歳を過ぎたこれからが本格的な建築活動を繰り広げ

る時期と言う心強い宣言により講演会を終えられまし

た。質疑として、海岸線に近接している構築物を鉄骨で

構成されたことにおける塩害による腐食問題にどう対応

されているかの質問がありました。暴露試験等を行いフ

ッ素系の防錆処理をはじめ幾つかの実験を重ねていると

の回答を頂きました。

 講演会は盛況の中終了致しました。今後の更なるご活

躍をお祈りいたします。

  好書推薦・新刊紹介コーナー

「構造物の動的解析  その基礎から応用まで」

 Anil K．Chopra 著 渡部丹・石山祐二 監訳 

科学技術出版、A５版９６４頁、価格28,000円。
 これからの構造技術者にとって振動解析の分野

は、無くてはならない必須事項にあげられます。し

かし現役で活躍している技術者の多くは振動解析と

無縁の世界です。日本建築センターに評定をお願い

する超高層建物の世界だからです。しかし我々も日

常の仕事に直接必要無くても、構造技術者としての

判断力の根拠は、静的な世界ではなく動的な世

界の理解なくしてはあり得ません。

 本書は我々が仕事をしながらも勉強するには、真

にピッタリの内容で占められています。どの話題に

ついても、基礎から応用まで、非常に丁寧で分かり

やすく書かれており、他の参考書なしで独学で学ぼ

うとする者にとっては特に有益な本です。今年の６

月１２日にご逝去された渡部先生が我々に残された

最後の御著書です。座右の図書として是非お薦めい

たします。（真崎）
     ＊当コーナーへの記事をお寄せください。

ＪＳＣＡ千葉技術委員会議事録抜粋（定例月1回）
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 ＪＳＣＡ千葉２００３年度

   新年会開催される

特別講演は千葉大学の村上先生

 去る２月１４日（金）にバレンタインデーの華や

かさから取り残された様に、ＪＳＣＡ千葉の新年会

が千葉バーデイホテルにて開催されました。

第一部は、午後三時より千葉大学工学部デザイン工

学科の村上雅也先生による「建築物の動特性と構造

計画」と言う表題の講演、第二部は午後５時３０分

より新年会が行われました。

 講演会は６９名、新年会は６３名と多くの正会

員、協力会員そして行政の方々にも参加いただき、

盛大に行えた事は年初めの行事として大変喜ばしい

事と思いました。 

 村上先生は今年度にて千葉大を退官なさるそう

で、判定協議会にてお世話になっております、当Ｊ

ＳＣＡ千葉の会員にとって大変に意義のある記念講

演に成ったと思います。（服部・・・２面に続く）

      講習会の出席状況
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代表取締役社長  橋口三郎

支 店 ： 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 北 陸 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 福 岡

本 社  東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 2 - 1 - 1  〒 1 0 2 - 0 0 9 3
T E L 0 3 - 3 2 6 1 - 1 1 7 4   F A X 0 3 - 3 2 3 4 - 1 9 4 9

U R L  h t t p : / / w w w . o r i k e n . c o . j p

建 築 支 店  東 京 都 千 代 田 区 五 番 町 5 - 5  〒 1 0 2 - 0 0 7 6

T E L 0 3 - 3 2 6 5 - 9 8 1 2   F A X 0 3 - 3 2 6 3 - 4 2 5 6

   【ＰＣａブレース】
施工中も建物内部は使用でき、
短期間施工で安全性を確保。
ＰＣａブレースは、現在各地の学校建築、

病院、公共建築物などの耐震性能を飛躍

的に向上させています。デザイン的な配

慮をする設計も可能です。

ＯＲＩＫＥＮの建築物耐震補強工法

 【ＰＣａ外フレーム工法】
耐震性やデザイン性を高めて、
建物の安全性を考えた技術。
外フレーム工法はプレキャスト柱・梁を

一体化する工法です。施工中も建物内部

の使用が可能で工期の短縮も図れ、外観

デザインの再考もできます。

 
滋賀大学・偲聖寮

京都大学・総合人間学部

    マサコラム       

  どうやら自然は〇〇らしい（１）

 私達が構造計算に用いる基本の用語である「質

量」はニユートンも実の所、正しい定義はしていな

い。超最先端科学によれば「慣性」は、物体が加速

された時に真空の仮想気体粒子のねじれから生じる

（真空に基づくローレンツ力）電気的抵抗で、物体

が大きい程、気体粒子も多くなり、慣性も大きくな

る性質をもつ。「質量」も同様、真空の電荷がエネ

ルギーのある限界を超えて電磁場と相互作用する

と、其の時、実質的に質量が生成される。したがっ

て、質量は宇宙の根本要素として存在する物ではな

く、真空のエネルギーが凝縮したものである。であ

れば「重力」も常に質量と結びついており、古典力

学で言う、重力が時間的、空間的に遠く離れた二つ

の物体間に働く謎の力ではなくなることになる。

 どうやら自然は「質量」「慣性力」「重力」の概

念を究極的には区別のない等価と考えているらし

い。 （真崎 雄一）

役 員 会

代   表 飯島  宏治

副 代 表 真崎 雄一

      斉藤美佐男

総務委員会 向後  勝弘

      椙山  誠治

会員委員会 青木  光年

           服部 信幸

研修委員会  真崎 雄一

      園部 隆夫

       中川 三夫

広報委員会 斉藤美佐男

     坂恵 一巳

     安田 良一

技術委員会 市原  嗣久

      斉藤 利彦

第７回１２月６日   

(18:00～19：00）

 出席、飯島代表他１２名

１．新年会の開催につい

て、案内発送は１月に入

ってから行う。来賓は呼

ばない。２．関東甲信越

支部の設立／規約につい

て他支部のものを原案と

する。本部提案他に埼玉

案まとめ役は神奈川、千

葉、埼玉で議長は神奈川

第８回１月８日

(18:00～20：00）

 出席、飯島代表他１１名

１．新年会の開催につい

て、新年会15年2月14日

（金）場所：バーディホ

テル15:00~17:00講演：村
上先生（千葉大学）「建

築物の動特性と建築計

画」司会：市原、締め：

真崎、受付：青木、椙

山 、 シ ー ル を 申 請 、

7:00~19:00新年会：  司
会：園部、中締め：齋

藤、写真：安田、会場：

向後、案内発送：在住、

在職、学術会員、協力会

員。２．関東甲信越支部

の設立／規約について１

０地区協議の規約提案基

本的に今までのサテライ

ト予算は削らない。まと

め役は神奈川、千葉、埼

玉で議長は神奈川３．総

会の講演会について、講

師に渡辺邦夫氏の推薦。

第９回２月５日

(18:00～20：00） 

出席、飯島代表他９名 

１．新年会の開催につい

て、役割分担の確認、

２．関東甲信越支部の設

立／規約について、代議

員に飯島代表、真崎、齋

藤(美)の両副代表の３名承
認、各サテライトの事業

計画を持ち寄って、年間

計画、事業計画とする。

３、総会の準備につい

て。

第１０回３月１０日  

(18:00～20：00） 

出席、飯島代表他１０名

１．総会の準備について

日時15年5月8日（木）場
所：バーディホテル10:30

～、講師：渡辺邦夫氏㈱

構造設計集団 (SDG)代表
取締役、真崎担当、案内

発送：代表担当、ＦＡＸ

にて出欠、来賓の確認

２．新年会の会計報告 

会計担当の向後氏より報

告：不足分は事業費より

補填する。承認

ＪＳＣＡ千葉役員会議事録抜粋（椙山）

 編集後記

 最近、ある市で耐震診断業務が、大手設計事務所に一括発注

されたという出来事がありました。

 様々検討された結果の方針だったのでしょうが、結果だけを

みると、不況対策上の配慮が反映していないなと感じましたの

で、隣国の民ではありますが我田引水論のそしりを承知の上、

この場所をお借りして取り上げたくなったのです。

 古代天皇は民のかまどの煙たなびくを視て安心されたとされ

ますが、豊かな民から貢物を得てはじめて治政が行えること、

よって「まず市内に、次に県内に何故発注できなかったか」が

第一点。新耐震設計法での建物は神戸での倒壊被害率５％とさ

れていますが、殆どの建物が中小零細企業の構造技術者がたず

さわっているという事実、よって技術的なバラツキは認めるも

のの、アベレージにおいて「設計の信頼性とは事業規模の大小

ではない」が第二点。「建防協」関連の講習会は県内に限って

も、年間延べ、数百人以上の受講者があり、業務上の義務付け

もされているところから、その活用が期待されていますが、

「何のための講習修了者名簿なのか」というのが第三点です。

 平成の不況は連日のようにＪＲを停め、仕事不足による悲惨

事もあとをたたない昨今です。このような状況を視点とした、

きめ細かく弱者に暖かい行政を望んでやみません。

 官・学・民を問わず、然るべき立場にある人々には、然るべ

き立場以上の意識と行動が不可欠となっている現在の日本の状

態。特定行政庁の多くが、かの方式を最良と考え、採用してい

くのだとしたら、民は座して死を待つだけというのも大袈裟な

表現ではありません。努力目標の一つの芽を摘んだもの、と構

造技術の民びとに絶望感を抱かせた出来事だったと思います。 

（安田）


